2010.9.11　ファームガーデンたそがれ　菊地晃生


未来のこどもたちのために、学校給食と地域の農を見直しませんか？

　　—賛同してともに行動・協力してくれる方を広く募集しています—

◆背景:

　近年の環境問題の世界規模にわたる意識の共有や環境保全型農業の技術革新には目ざましい発展があります。私達は21世紀をむかえて生まれつつあるこれらの新しい技術を駆使した、まだ見ぬ環境対応型地域の創造と育成の必要に迫られています。

　環八郎湖の水質改善、環境改善を目指す上で、農薬・化学肥料、大型農機などから排出される環境汚染の原因が、この地域の主たる産業である農業に起因する事に、もう目をそむけてはいられないのではないでしょうか。かつて、水田は自然の営みに則したながれのなかで貯水機能を果たし、ゆっくりとその水質を浄化し海に恵みをもたらす二重三重の環境保全機能を有していました。しかしながら、現代の農法はエネルギーを大量消費し、二度と取り戻す事の出来ない環境破壊という代償を抱えた、持続可能ではない、「食べ物の獲得」という人間の一方的な利己主義を追求したものになってはいないでしょうか。

　私は、千葉県神崎町にて今から20年以上も前から農薬と化学肥料を全く必要としない稲づくりを実践されている岩澤信夫さんの提唱する冬期湛水と不耕起移植栽培を組み合わせた農法に取り組んでいます。冬場の田んぼに水を張り続ける事は、生き物たちのすみかを守る事に繋がります。耕起も代かきも行なわないので、生物多様性保持につながる環境対応型の稲作です。何も使わないのだから最も安全な食材を得られるという利点があります。この農法を地域の活力再生の鍵として活用出来ないかと考えています。

　ところが、こうしたもっとも安全な食材を提供する農業への転換は簡単にはいかず、地球環境という見地から広く問題を見直さない限り解決の糸口が見つかりません。私は、環八郎湖の環境問題の多くを支配する農業と、子どもたちの食である給食とを結びつける事で、未来へのストーリーが見えてくるのではないかと考えています。

◆目的：
1. 未来をになう子供たちに安全でおいしい地域の最良の食材を使った給食を提供する。

2.田んぼの生きもののいのちとわたしたち人間・子どもたちのいのちが直接繋がる事で、環八郎湖地域に根ざした環境活動（水質浄化/環境保全型農法の促進）が草の根的に拡がる。

1. まずは、飯田川小学校（+若竹幼児教育センター）に供給される給食の食材をオーガニック化する事を目標とした事業として具体的に取り組む。将来的には環八郎湖地域全体への波及効果を狙いたい。すぐにでも取り組みやすい「米」から始め、将来的には野菜や調味料なども地場産オーガニック食材・食品の使用を目指す。
2. 飯田川小学校内での農業教育には長い歴史があり、その活動には種苗交換会で最優秀賞を受けるなど一定の評価がある。この経験を土台として、飯田川小学校内での農業教育に農薬や化学肥料を使用しない有機的な栽培方法を取り入れる事で、更なる充実を図る。給食のオーガニック化と連動して農業教育をすすめる事で、これまでの田植え・稲刈り実習に加えて、草取りや田んぼのいきもの観察など自然の営みを総合的に学ぶ教育へと充実させる効果が期待出来る。さらには、実際にそれを食べるという事から生命そのものを理解する環境教育にまで繋がるのではないだろうか。

3. 地域内有機農産物の一定量の需要（販売先としての学校給食）を産み出す事が可能となる。相互作用をもたらし、生産者の数も増える事につながる。今後建設予定の産直施設「くらら出荷組合」との連携も視野に入れてはどうか。長期的なビジョンとしては、学校以外にも病院や社会福祉施設などへの波及も考慮したい。
4. 初期〜中期的な目標として、まずは飯田川地域（将来には環八郎湖地域）内での有人ヘリによる航空防除の廃止をお願いしたい。これが域内の有機農法推進の障壁ともなっているし、害虫を駆除する他に他の生命の命を奪う事にもつながっている。またその他の健康被害が今後発生する事を恐れているし、第一に子どもたちをそれから守りたい。農協や市町村との話し合いも不可欠であるが、イメージアップ戦略として取り組んでは如何だろうか。
◆課題と方法
1.費用と現在使われている食材の調査・比較
・給食費の財源はどこから確保し、どのように運用されているものなのか（実態調査）
・現在給食に使われている食材はどこからどのようにして来ているものなのか。その

　食材は安全な方法で生産されているのか（トレーサビリティ調査）

· もし、それが慣行農法で作られた食材である場合、少なくとも減農薬減化学肥　

　料という栽培方法がある以上、最も安全な農法で作られたとは言えない
・どの程度の費用差が見込まれるのか？
· その差額を対環境費用として県から助成して頂くことは可能でしょうか？（例えば環八郎湖プロジェクトのモデル事業として複数年度の予算組みは可能でしょうか？）
2.飯田川小学校への意識調査、動機付け
　児童や父兄、教員、栄養士、調理師、地域の住民などへのアンケート調査・ヒアリング調査を実施し、上記に掲げる事業がどれほど求められ、認知されているかを継続的に把握する必要がある。合わせて地域内での広報（PR）活動も必要。長期的には子どもたちに食と農の理解をすすめ、食の選択権を与える事につなげたい。
3.先進事例を参考にする
・福島県熱塩加納村での事例（20年以上前からの取り組み実績がある、一日の300食の給食の約70%がオーガニック）
· ほかにも福島県喜多方市や愛媛県今治市などの取り組み事例があるようす。

4.長期計画での事業化

　単年度計画ではなく、5年、10年後の将来を見据えて少しずつでも具体的に取り組みたい。
5.活動母体の創出

　環八郎湖地域（まずは飯田川小学校）の学校給食オーガニック化の実現と環境保全型農法の推進を目的として賛同者を広く募集します。保護者、地域の内外の理解者、教育関係者、給食関係者、行政関係者、料理研究家などの専門家の方々、そして農家などと幅の広いネットワークを構築し、これを活動母体としたい。

◆想い

　この活動は、環八郎湖の未来を描く一つの物語になると考えています。何も使わない農法の推進が根拠になっていますので、この活動の普及は八郎湖の水質浄化に確実に繋がります。しかしながら、これまでの慣行農法の延長線上にはないので、生産者の理解、地域の理解、地域住民の理解など多くの課題に囲まれています。急激な変化を起すやり方ではなく、将来的な担い手育成という事も視野にいれながら、緩やかに確実に移行する事を目指して、計画力と行動が必要だと思います。地域に笑顔と活力を与えられるような素晴らしいブランドを産み出すプロジェクトに育てたいと強く願います。
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